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207 年の診療所に勤務する全奈良県医師会員 1148 名に対して、患者から受けた暴力被害について




758 名 (66. 0%) から有効回答が得られた。暴力被害の頻度は、 1000 勤務時間あたり o. 20 件 (95
%信頼区間 O. 17-0. 24) )であった。暴力被害の危険因子としては、暴力被害の発生率比が経験年
数の短い医師(1 9年以下)では、 40 年以上の医師に対して 11. 0 (5. 0-25. 2) 、課税対象所得の少な
い地域で勤務する医師では1. 6 (1.ト 2. 4) と有意に高かった。診療科では内科医に対して、皮膚科
3. 8 (2. 3-6. 3) 、精神科 2. 7 (1. 3-5. 6) 、眼科1. 9 (1. 2-3. 2) で有意に高かった。さらに、過去に患者
からの暴力を経験した 289 名のうち、 26 名 (8. 2%) で IES-RJ スコアのカットオフ値 (24 点)以
上を認め、 PTSD の擢患が疑われた。
結論
医師に対する患者による暴力被害の発生率が明らかになった。危険性の高い診療科や、経験年数の
短い医師に対して、暴力被害の予防法や対応法を周知することが望まれる。
